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①組織概要

◇事業所名及び代表者

： 淡路清掃株式会社

： 代表取締役　横山 泰明

： 横山　泰明

◇所在地

： 南あわじ市山添606番地の1

： 洲本市中川原町市原834-1

： 淡路市斗ノ内1405-3

： 南あわじ市広田広田つづら谷1497

◇会社設立年月日

：

：

◇事業規模等

積替え保管施設(ストックヤード) 　　面積：161.58㎡　保管上限量：403.95㎥

高圧洗浄車 1 500kg 1 500kg

アームロール 1 3,900kg 1 3,900kg

高圧吸引車 1 2,680kg 1

上記合計内のエコカ－補助金対象台数 9 9

350kg 8 350kg

営業部門 営業車 2 1

施設管理部門

2,680kg

キャブオーバ 1 1,150kg 1

3

合  計 32 35

軽バン 7

350kg

1,800kg

ダンプ 3 1,800kg 3 1,800kg

パッカー 3 2,950kg 3 2,950kg

パッカー 5 1,800kg 6

5,200kg 1 5,200kg

軽トラック 2 350kg

1,150kg

バキュ－ム 1

33,352 34,729

資本金 万円 1,000 1,000

浄化槽清掃部門 バキュ－ム 5 3,000kg 6 3,000kg

所有地 ㎡ 3,960 3,960

部門別の車両種類 台数 積載量 台数 積載量

会 社 名

代 表 者 氏 名

個 人 設 立 年 月 日 1954年4月10日

法 人 設 立 年 月 日 1982年4月12日

事業年度 西暦/年度 2020年/R2年度

本 社

洲 本 支 店

北 淡 支 店

ス ト ッ ク ヤ ー ド

環境管理責任者氏名

リサイクル業務部門

環境活動に取り組みの人数 人 32 30

床面積 ㎡ 675 675

2021年/R3年度

売上高 万円



◇対象範囲

◇認証・登録範囲

： 毎年8月1日～7月31日

： 2021年8月～2022年7月 

： 淡路清掃株式会社　本社・洲本支店・北淡支店・ストックヤード

◇事業活動

◎ 一般廃棄物収集運搬業（し尿・ごみ）

◎ 下水道処理施設維持管理業

◎ 浄化槽設備、保守点検・清掃業

◎ 産業廃棄物収集運搬業

◎ 建築物飲料水貯水槽清掃業

◎ 建築物排水管清掃業

◎ リサイクル業

◎ 建設業（管工事業）

◇有資格者 現在

8 名

3 名

3 名

9 名

1 名

1 名

2 名

1 名

1 名

2 名

2 名

2 名

1 名

1 名

1 名

1 名

2 名

2 名

移動操作式クレ－ン

玉掛け

ガス溶接

安全衛生責任者・職長

運行管理者

対 象 期 間

対象事業所

資格人数

事 業 期 間

資格名

浄化槽管理士

浄化槽技術管理者

浄化槽清掃技術者

浄化槽清掃実務者

浄化槽設備士

下水道3種技術検定

2級管工事施工管理士

2級土木工事施工管理士

し尿汚泥再生処理施設技術管理士

貯水槽清掃監督者

排水管清掃監督者

第2種酸素欠乏危険作業主任者

床上操作式クレ－ン

2022年11月10日



◇事業実績 集計期間 毎年 8月1日～7月31日

・受託した産業廃棄物の収集運搬量

単位

t

t

t

t

t

t

t

・受託した一般廃棄物の収集運搬量

単位

t

t

t

◇許可の内容

◎産業廃棄物収集運搬業の許可内容

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ － － － － － ○

◎ 一般廃棄物収集運搬業

◎浄化槽清掃業

備考

洲本市 R5.4.1 R7.3.31 令和5年第5-4号

R2.12.25 R7.12.24

事業系ごみ

し尿・浄化槽汚泥

事業系ごみ

し尿・浄化槽汚泥

事業系ごみ

し尿・浄化槽汚泥

全域

全域

岩屋地域・北淡地域

R6.3.31 淡生発第26800005号の2

動
植
物
性
残
さ

ゴ
ム
く
ず

淡路市 R4.4.1 R6.3.31 淡生発第26800003号の2

洲本市 R4.4.1 R6.3.31 令和4年第3号

南あわじ市 R4.4.1 R6.3.31 南あ廃浄清第4-4号

R4.4.1 R6.3.31 淡生発第26800003号の2

淡路市 R4.4.1

行政名 許可年月日及び有効期限 許可番号 備考

洲本市 R4.4.1 R6.3.31 令和4年第3号

南あわじ市 R4.4.1 R6.3.31 南あ廃収運第4-14号

南あわじ市 R4.4.1 R6.3.31 南あ廃収運第4-15号

0270076480 ○

淡路市

大阪府

収集運搬方法

バキュ－ム、高圧吸引車

ダンプ、アームロール、軽トラ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

兵庫県 H30.3.30 R7.3.29 2809076480 ○

許可番号
汚
泥

廃
油

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

許可年月日及び有効期限行政名

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
・
コ

ン
ク
リ
ー

ト
く
ず

及
び
陶
磁
器
く
ず

バキューム

41.1 19.26 5.78

パッカー、ダンプ

0 0.92 5.46

0.3 1.09

ダンプ、アームロール、軽トラ

ダンプ、アームロール、軽トラ

ダンプ、アームロール、軽トラ

ダンプ、バキューム、アームロール

収集運搬方法

パッカー、ダンプ

1.55

3.4 12.88 4.20

0 0 0

184.8 124.57 97.50

2021年度

金属くず

動植物性残さ、廃油、紙くず、繊維くず、ゴム
くず

合計

2020年度2019年度

140 90.42 80.51

し尿・汚泥

廃棄物の種類

汚泥

廃プラスチック

行政名

事業系ごみ

家庭系ごみ

廃棄物の種類

木くず

許可年月日及び有効期限 許可番号

6,633.2 6,779.7

2021年度2020年度2019年度

2,221.6 2,472.1

2,317 2,655.1 2,563.3



◎浄化槽保守点検業

◎特例浄化槽工事業者

◎下水道処理施設維持管理業

◎建築物飲料水貯水槽清掃業

◎建築物排水管清掃業

◎建設業

R4.3.25 R10.3.24 兵庫県27排第16号の6

行政名 許可年月日及び有効期限 許可番号 備考

行政名 許可年月日及び有効期限 許可番号

近畿地方整備局 H29.1.28 R9.1.27 (2)処04-902

兵庫県 R1.12.1 R7.11.30 兵庫県13貯第16号の2

行政名 許可年月日及び有効期限

行政名

兵庫県 R4.10.3 R9.10.2 般-4　第801820号

行政名 許可年月日及び有効期限 許可番号 備考

兵庫県 R2.12.28 R7.12.27 兵庫県知事第9-02-167号

許可番号 備考

備考

兵庫県 H14.11.15 なし (届-14)第1200号

行政名 許可年月日及び有効期限 許可番号 備考

洲本市・淡路市・南あわじ市

許可年月日及び有効期限 許可番号 備考

兵庫県



②実施体制

◇組織図

1 名

1 名

6 名 7 名 4 名

7 名

7 名

0 名

各人の役割・責任
・環境経営システムについての全ての責任と権限

・構築・運用・管理に必要な資源の用意

・環境管理責任者の任命

・環境方針の策定・見直し及び従業員への周知

・代表者による全体の評価と見直しの実施

・環境経営システム等に関する責任者

・環境レポ－トなどその他見直し

・問題の発生の再発の防止をする

・環境への負荷及び取組の自己チェックの実施

・環境目標及び環境活動計画書の作成

・緊急事態等の手順書作成及び教育訓練の実施

・クレーム並びに外部コミュニケ－ションに対応する

・環境方針を理解して会社の取組に従う

・ヒヤリ、ハットや業務の上での問題点を会議で発表する

・地域貢献の為、積極的に環境活動計画に取組意識を持つ

環境管理責任者

課長 宗和 政充

代表取締役 横山 泰明

環境管理事務局

リサイクル業務部門

総務部門

ストックヤード

北淡支店

洲本支店

事務浄化槽清掃部門施設管理部門

リサイクル業務部門 施設管理部門 浄化槽清掃部門 営業・総務部門

  環境経営活動の取組みに対する部門及び項目等

・一般廃棄物収集運搬(ごみ) ・浄化槽保守点検 ・一般廃棄物収集運搬(し尿) ・デ－タ入力作業

・産業廃棄物収集運搬 ・建設業（管工事） ・浄化槽清掃汚泥収集運搬 ・書類の保管及び管理

・有価物収集運搬 ・下水処理施設維持管理 ・車両のメンテナンス ・環境システムの文書整理

・車両のメンテナンス ・建築物飲料水貯水槽清掃・エコドライブの推進

環境事務局

社員

・エコドライブの推進 ・建築物排水管清掃

・車両のメンテナンス

・エコドライブの推進

代表者

環境管理責任者



③環境経営方針

制定 2006年9月1日

改訂 2020年6月1日

淡 路 清 掃 株 式 会 社

代表取締役　横 山　泰　明

◎　基本理念

私どもは、淡路島で一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬や汚水処理施設の維持管理などの

廃棄物処理をトータルで考えて企業活動を通じて環境活動に取り組んでいます。

会社全体で環境活動に継続的に取り組むことによって、自然豊かな淡路島の環境保全に貢献

でき皆様に信頼される企業で在りたいと思います。

◎　行動指針

(1) 事業活動に伴い適用される関係法令である廃棄物処理法・浄化槽法等、及び当社の関係

するすべての法規等を遵守します。

(2) 収集運搬ではエコドライブを実践し、省エネと排ガスの抑制に取り組み二酸化炭素排出

量削減の為に輸送に伴う燃料消費の低減に努めます。

(3) 自社から排出する廃棄物の削減に努めます。

(4) 自社の水使用量の削減に努めます。

(5) 受託した一般廃棄物、産業廃棄物の収集運搬の際に、排出業者への情報提供や指導を行

い、分別して廃棄や資源の有効利用をするよう行います。

　上記事項の改善のため、環境経営目標を設定するとともに、経営計画を策定し、定期的に

その達成度を確認し、代表者による全体の評価と見直しを実施して環境経営方針の変更の必

要性の確認をします。これにより、環境経営のための継続的改善に努めます。

1.  事業活動から生じる環境への有害な影響を可能な限り減少させるために努めます。

2. 「優れた技術」と「真心を込めたサービス」を提供します。

3.  すべての従業員に会社の取り組みを周知させて業務に努めます。

4.  自社のホ－ムペ－ジで公開します。

環境経営方針



④環境経営目標

2020年度基準年　環境経営目標及び環境経営計画 環境管理責任者： 横山　泰明

基準年度

2020年度
2021年度
(×0.99)

2022年度
(×0.98)

2023年度
(×0.97)

kWh 26,984 26,714 26,444 26,174

kg-CO2 9,471 9,376 9,282 9,187

L 17,713 17,536 17,358 17,181

kg-CO2 41,093 40,682 40,271 39,861

L 70,151 69,449 68,748 68,046

kg-CO2 180,989 179,180 177,370 175,560

L 18 17.8 17.6 17.5

kg-CO2 44.8 44.4 43.9 43.5

二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 230,709 228,401 226,094 223,787

② 一般廃棄物総排出量 kg 1,525 1,510 1,495 1,479

上水道使用量 ㎥ 973.0 963.3 953.5 943.8

地下水（井戸）使用量 ㎥ 70.6 69.9 69.2 68.5

④
受託した産業廃棄物収集運搬におけ

る環境配慮（タイヤ空気圧の点検実施）
実施率
（％）

100 100 100 100

（1）

◎ その他の取り組み目標

基準年度

2020年度
2021年度
(×1.01)

2022年度
(×1.02)

2023年度
(×1.03)

単独浄化槽 基 361 365 368 372

小型合併浄化槽 基 1,252 1,265 1,277 1,290

合併浄化槽 基 68 69 69 70

紙類 t 211.29 213.40 215.52 217.63

缶類 t 24.47 24.71 24.96 25.20

鉄 t 10.62 10.73 10.83 10.94

瓶 t 29.37 29.66 29.96 30.25

ペットボトル・ペットボトルキャップ t 7.40 7.47 7.55 7.62

太陽光発電量 kWh 4,162 4,204 4,245 4,287

グリ－ン商品購入 品目 138 139 141 142

⑤

単位

③

今後の環境経営目標

2020年度より集計期間を8月～7月に変更している為、2020年度を基準年とし毎年1％改善することを環境経営目
標に変更しました。

今後の環境経営目標

項目

①

単位

電力使用量
二酸化炭素排出係数　0.351kg-CO2/kWh

を使用

灯油使用量

ガソリン使用量

軽油使用量



⑤環境経営目標の達成状況及びその評価結果 環境管理責任者： 横山　泰明

2020年度

(基準年度)
目標値
(×0.99)

実績

kWh 26,984 26,714 27,489

kg-CO2 9,471 9,376 9,649

L 17,713 17,536 13,918

kg-CO2 41,093 40,682 32,290

L 70,151 69,449 77,399

kg-CO2 180,989 179,180 199,689

L 18 17.8 10

kg-CO2 44.8 44 25

二酸化炭素排出
量合計

kg-CO2 230,709 228,401 241,653 -5.80% ×

②
一般廃棄物総排

出量
kg 1,525 1,510 1,413 6.41% 〇

上水道使用量 ㎥ 973.0 963.3 895.0 7.09% 〇

地下水（井戸）使
用量

㎥ 70.6 69.9 88.9 -27.19% ×

④

受託した産業廃
棄物収集運搬に
おける環境配慮
（タイヤ空気圧の

点検実施）

実施率
（％）

100 100 100 0.00% 〇

○ ×

点検の実施ができている。

評価基準

目標不達成目標達成

仕事（排水管洗浄）での使用の増加が使
用量を多くしてしまったので、普段は節
水を努めたい。

評価コメント

目標不達成になったが、意識はできてい
るので、目標達成を目指してより節電に
努めたい。

目標達成できている。今後も維持した
い。

目標不達成になった。お客様の数が増
え続けており、売上の増加にはつながっ
ているが、件数が増えても出来るだけ効
率運転を維持したい。

目標達成できている。今後も維持した
い。

環境経営目標 単位

2021年度

評価

①

電力使用量
二酸化炭素排出
係数　0.351kg-

CO2/kWhを使用

軽油使用量

ガソリン使用量

-2.90% ×

20.63% 〇

-11.45% ×

灯油使用量

③

〇43.88%

電力、軽油が目標不達成になったので、
こちらも目標不達成になってしまった。全
項目で再度削減に向けて意識したい。

目標達成できている。今後も維持した
い。

目標達成できている。今後も維持した
い。



◎ その他の取り組み結果

2020年度

基準年度
目標値
(×1.01)

実績

単独浄化槽 基 361 365 372 2% 〇

小型合併浄化槽 基 1,252 1,265 1,296 2% 〇

合併浄化槽 基 68 69 72 5% 〇

紙類 t 211.29 213.40 243.95 14% 〇

缶類 t 24.47 24.71 32.24 30.5% 〇

鉄 t 10.62 10.73 8.35 -22% ×

瓶 t 29.37 29.66 46.99 58% 〇

ペットボトル・
ペットボトル

キャップ
t 7.40 7.47 5.68 -24% ×

太陽光発電量 kWh 4,162 4,204 4,621 9.03% 〇

グリ－ン商品購
入 品目 138 139.4 141 1.15% 〇

○ ×

目標達成できている。次年度も維持した
い。

評価基準

目標達成 目標不達成

評価コメント

目標達成できている。次年度も維持した
い。

目標達成できている。次年度も維持した
い。

目標達成できている。次年度も維持した
い。

目標達成できている。次年度も維持した
い。

目標達成できている。次年度も維持した
い。

目標達成できている。次年度も維持した
い。

目標不達成になった。できるかぎり分別
を徹底する。

目標不達成になった。受入量が少ない
ことが要因で、分別はできているので続
けたい。

目標達成できている。次年度も維持した
い。

⑤

環境経営目標 単位

2021年度

評価



2021年度 環境経営目標の達成状況及び評価 作成日： 2022年11月10日 確認者： 横山　泰明

期　間： 2021年8月～2022年7月 作成者： 宗和　政充

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

基準年の実績値 kWh 固定 3,192 2,613 1,909 1,816 1,881 3,153 2,470 2,051 1,665 1,661 1,792 2,781 26,984

目標:基準年×0.99 kWh 自動 3,160 2,587 1,890 1,798 1,862 3,121 2,445 2,030 1,648 1,644 1,774 2,753 26,714

目標累計 kWh 自動 3,160 5,747 7,637 9,435 11,297 14,418 16,864 18,894 20,543 22,187 23,961 26,714 26,714

実績値（今年度） kWh 自動 3,310 2,326 2,084 1,760 1,837 3,032 2,721 2,307 1,843 1,742 1,718 2,809 27,489

実績累計 kWh 自動 3,310 5,636 7,720 9,480 11,317 14,349 17,070 19,377 21,220 22,962 24,680 27,489 27,489

目標累計/実績累計 % 自動 95.5% 102.0% 98.9% 99.5% 99.8% 100.5% 98.8% 97.5% 96.8% 96.6% 97.1% 97.2% 97.2%

評価 - 自動 ✕ 〇 ✕ ✕ ✕ 〇 ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕

基準年の実績値 L 固定 1,661 1,883 1,689 1,366 1,262 1,502 1,324 1,333 1,464 1,418 1,393 1,418 17,713

目標:基準年×0.99 L 自動 1,644 1,864 1,672 1,352 1,249 1,487 1,311 1,320 1,450 1,403 1,379 1,404 17,536

目標累計 L 自動 1,644 3,508 5,181 6,533 7,782 9,268 10,579 11,899 13,349 14,752 16,132 17,536 17,536

実績値（今年度） L 自動 1,484 1,256 1,256 1,205 1,230 1,158 964 887 1,216 935 1,250 1,077 13,918

実績累計 L 自動 1,484 2,740 3,996 5,201 6,431 7,588 8,552 9,440 10,656 11,591 12,841 13,918 13,918

目標累計/実績累計 % 自動 110.8% 128.1% 129.7% 125.6% 121.0% 122.1% 123.7% 126.1% 125.3% 127.3% 125.6% 126.0% 126.0%

評価 - 自動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

基準年の実績値 L 固定 6,081 6,179 6,118 5,489 6,147 4,688 4,775 6,237 6,128 5,524 6,346 6,439 70,151

目標:基準年×0.99 L 自動 6,020 6,117 6,057 5,435 6,085 4,641 4,727 6,174 6,066 5,469 6,282 6,375 69,449

目標累計 L 自動 6,020 12,137 18,194 23,629 29,714 34,355 39,083 45,257 51,324 56,792 63,075 69,449 69,449

実績値（今年度） L 自動 6,640 6,330 6,330 6,260 6,404 6,057 6,103 6,586 6,460 6,608 6,540 7,081 77,399

実績累計 L 自動 6,640 12,970 19,300 25,560 31,964 38,021 44,124 50,710 57,170 63,778 70,318 77,399 77,399

目標累計/実績累計 % 自動 90.7% 93.6% 94.3% 92.4% 93.0% 90.4% 88.6% 89.2% 89.8% 89.0% 89.7% 89.7% 89.7%

評価 - 自動 ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕

基準年の実績値 L 固定 0 0 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18

目標:基準年×0.99 L 自動 0 0 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17.8

目標累計 L 自動 0 0 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18

実績値（今年度） L 自動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 10

実績累計 L 自動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 10 10

目標累計/実績累計 % 自動 - - - - - - - - - 178.2% 178.2% 178.2% 178.2%

評価 - 自動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

基準年の実績値 kg 固定 20,558 21,140 20,356 17,909 19,384 16,582 16,177 19,837 19,736 18,069 20,174 20,788 230,709

目標:基準年×0.99 kg 自動 20,352 20,928 20,153 17,730 19,190 16,416 16,015 19,638 19,539 17,888 19,972 20,580 228,401

目標累計 kg 自動 20,352 41,281 61,433 79,163 98,353 114,769 130,784 150,423 169,961 187,850 207,822 228,401 228,401

実績値（今年度） kg 自動 21,734 20,062 19,977 19,564 20,020 19,378 18,937 19,860 20,136 19,856 20,375 21,753 241,653

実績累計 kg 自動 21,734 41,796 61,773 81,338 101,358 120,736 139,673 159,533 179,669 199,524 219,899 241,653 241,653

0.351 目標累計/実績累計 % 自動 93.6% 98.8% 99.4% 97.3% 97.0% 95.1% 93.6% 94.3% 94.6% 94.1% 94.5% 94.5% 94.5%

2.32 評価 - 自動 ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕

2.58 評価の時期 - 固定 ー

2.49 達成状況/是正策：
・特に、「✕✕✕」について
原因、応急対応、是正処
置を検討し、記載する。
・必要に応じ「問題点の是
正処置及び予防処置の結
果」に記入する。

メモ 入力 「1年間の総括」
は、「代表者に
よる見直し」時
に行う。

基準年の実績値 kg 固定 138 149 135 126 115 115 105 160 158 116 104 104 1,525

目標:基準年×0.99 kg 自動 137 148 134 125 114 114 104 158 156 115 103 103 1,510

目標累計 kg 自動 137 284 418 543 656 770 874 1,033 1,189 1,304 1,407 1,510 1,510

実績値（今年度） kg 自動 118 126 106 107 129 98 93 135 147 125 105 124 1,413

実績累計 kg 自動 118 244 350 457 586 684 777 912 1,059 1,184 1,289 1,413 1,413

目標累計/実績累計 % 自動 116% 116% 119% 119% 112% 113% 113% 113% 112% 110% 109% 107% 107%

評価 - 評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

評価の時期 - 固定 -

達成状況/是正策：
・特に、「✕✕✕」について
原因、応急対応、是正処
置を検討し、記載する。
・必要に応じ「問題点の是
正処置及び予防処置の結
果」に記入する。

メモ 入力 「1年間の総括」
は、「代表者に
よる見直し」時
に行う。

基準年の実績値 m3 固定 98 82 84 88 86 80 65 72 78 80 81 79 973.0

目標:基準年×0.99 m3 自動 97.0 81.2 83.2 87.1 85.1 79.2 64.4 71.3 77.2 79.2 80.2 78.2 963

目標累計 m3 自動 97 178 261 348 434 513 577 648 726 805 885 963 963

実績値（今年度） m3 自動 81 69 74 72 73 72 66 73 75 76 84 80 895

実績累計 m3 自動 81 150 224 296 369 441 507 580 655 731 815 895 895

目標累計/実績累計 % 自動 119.8% 118.8% 116.7% 117.7% 117.5% 116.3% 113.8% 111.8% 110.8% 110.1% 108.6% 107.6% 107.6%

評価 - 自動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

基準年の実績値 m3 固定 10.6 9.2 11.9 4.4 1.7 2.6 1.3 2.1 3.6 9.8 4.8 8.6 70.6

目標:基準年×0.99 m3 自動 10.5 9.1 11.8 4.4 1.7 2.6 1.3 2.1 3.6 9.7 4.8 8.5 69.9

目標累計 m3 自動 10 20 31 36 37 40 41 43 47 57 61 70 69.9

実績値（今年度） m3 自動 11.4 10.9 11.4 12.0 7.3 5.4 1.7 1.8 2.6 1.8 10.0 12.6 88.9

実績累計 m3 自動 11 22 34 46 53 58 60 62 64 66 76 89 89

目標累計/実績累計 % 自動 92.1% 87.9% 93.1% 78.2% 70.6% 68.5% 68.7% 70.1% 72.8% 85.4% 80.4% 78.6% 78.6%

評価 - 自動 ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕

評価の時期 - 固定 -

達成状況/是正策：
・特に、「✕✕✕」について
原因、応急対応、是正処
置を検討し、記載する。
・必要に応じ「問題点の是
正処置及び予防処置の結
果」に記入する。

メモ 入力 「1年間の総括」
は、「代表者に
よる見直し」時
に行う。

大
項
目

取扱項目
環境目標

担当部
署

責任者
集計項目

単
位

操
作

スケジュール
合計

エ
ネ
ル
ギ
ー

①電力

事務

宗和

★基準年か
ら毎年1%の
削減

②ガソリン

全業務
課

横山

★基準年か
ら毎年1%の
削減

③軽油

全業務
課

横山

★基準年か
ら毎年1%の
削減

④灯油

事務

宗和

★基準年か
ら毎年1%の
削減

１．二酸化炭
素排出量・合

計
（kg-CO2）

全業務
課

横山

・①～④の
CO2・換算係

数は下記：

10月 1月 4月 7月

電力は使用量が目標より増加
しているが、９月は月対比で削
減できているので節電を心掛け
るよう指示。
ガソリン車は意識して使用の削
減に努めている。
軽油は使用量が目標より増加
しているので、省エネ運転を心
掛けるように指示。

電力は使用量が累計で増加し
ているが、月対比では削減でき
ているので維持したい。
ガソリン車は意識して使用の削
減に努めている。
軽油は仕事量増加により、使用
量も増加しているので、より省
エネ運転を心掛けるように指
示。

電力は目標より増加傾向にあ
り、エアコンの節電、他の電気
の使用を意識して節電するよう
指示。
ガソリン車は意識して使用の削
減に努めている。
軽油は仕事量増加により、使用
量も増加しているので、より省
エネ運転を心掛けるように指
示。

電力は目標より増加傾向にあ
り、エアコンの節電、他の電気
の使用を意識して節電するよう
指示。
ガソリン車は意識して使用の削
減に努めている。
軽油は仕事量増加により、使用
量も増加しているので、より省
エネ運転を心掛けるように指
示。

一
般
廃
棄
物
総
排
出
量

一般廃棄物

事務

宗和

★基準年か
ら毎年1%の
削減

10月 1月 4月 7月

削減できているので継続した
い。

削減できているので継続した
い。

削減できているので継続した
い。

削減できているので継続した
い。

水
使
用
量

①上水道

全業務
課

横山

★基準年か
ら毎年1%の
削減

②井戸水

事務

宗和

★基準年か
ら毎年1%の
削減

注1）「評価」の欄の判定基準：〇・・・目標の達成、✕・・・目標の不達成

注2）2020年8月～2021年7月までを基準年とする。基準年の実績値に対して毎年1%の削減目標とする。毎年の削減・掛率を例示する。2021年度：0.99、2022年度：0.98、2023年度：0.97とする。

10月 1月 4月 7月

水道は削減できているので継
続したい。
井戸水は微増ではあるが増加
しているので気を付けるよう指
示。

水道は削減できているので継
続したい。
井戸水は仕事での使用が増加
した為、大幅に増加してしまっ
た。仕事での使用はやむを得
ない為、他で節水を心掛けるよ
う指示。

水道は削減できているので継
続したい。
井戸水は累計は増加している
が普段の使用は意識できてい
るので継続したい。

水道は削減できているので継
続したい。
井戸水は累計は増加している
が普段の使用は意識できてい
るので継続したい。



④環境経営計画の実施状況とその評価結果

担当部
署

責任者 評価

△

△

〇

②
一般廃棄物総排
出量

全業務
課

横山 〇

△

〇

④
受託した産業廃棄
物収集運搬にお
ける環境配慮

リサイク
ル業務

課
札立 〇

単独浄化槽保守
点検基数増加

施設管
理課

小西 〇

小型合併浄化槽
保守点検基数増
加

施設管
理課

小西 〇

合併処理浄化槽
保守点検基数増
加

施設管
理課

小西 〇

資源物のリサイク
ル率の増加

リサイク
ル業務

課
札立 〇

太陽光発電量 事務 宗和 〇

グリ－ン購入品の
調達

事務 宗和 〇

○ △ ×

できているので継続して取り組んでいく。

・資源化できるものは可能な限り分
別して、資源リサイクルに取り組
む。

・太陽光発電量の発電量を維持す
るため定期的にガラス面の掃除を
する。

・社内で使用する文具等はグリ－
ンマ－ク品の購入に努める。

できているので継続して取り組んでいく。

できているので継続して取り組んでいく。

・エアコンの温度設定を夏場
28℃、冬場20℃程度を維持する。

・こまめに点灯消灯をし、不必要な
照明は消すようにする。

・社員全員がエコドライブを心掛
け、効率的な運転をする。（軽油
車）（ガソリン車）

・コピ－用紙の両面使用やメモとし
て使いその後資源化する。

・洗車には公共の洗車場を使用す
る。

横山

⑤

できていた

項目

できているので継続して取り組んでいく。

できているので継続して取り組んでいく。

できているので継続して取り組んでいく。

できているので継続して取り組んでいく。

①
二酸化炭素排出
量削減

全業務
課

横山

③ 水使用量

実施結果

電力使用を見ながら適正な温度管理を
していきたい。

消し忘れがあるので、再度徹底したい。

環境経営計画の内容

全業務
課

できているので継続して取り組んでいく。

できているので継続して取り組んでいく。

できていない時（できていない人）がある
ので、全員へもっと周知して取り組んで
いきたい。

できているので継続して取り組んでいく。
・井戸水の無駄な使用をやめ、元
栓の開閉をこまめにする。

取り組み結果への評価基準

できていなかった充分ではなかった

・収集運搬車両のタイヤ空気圧や
車両の適正な点検を実施。

・保守点検未実施や、他社で保守
点検を実施している顧客にパンフ
レット等で説明を行い営業に努め
る。

・保守点検未実施や、他社で保守
点検を実施している顧客にパンフ
レット等で説明を行い営業に努め
る。

・保守点検未実施や、他社で保守
点検を実施している顧客にパンフ
レット等で説明を行い営業に努め
る。



環境経営計画の次年度の取組内容

担当部
署

責任者

②
一般廃棄物総排
出量

全業務
課

横山

④
受託した産業廃棄
物収集運搬にお
ける環境配慮

リサイク
ル業務

課
札立

単独浄化槽保守
点検基数増加

施設管
理課

小西

小型合併浄化槽
保守点検基数増
加

施設管
理課

小西

合併処理浄化槽
保守点検基数増
加

施設管
理課

小西

資源物のリサイク
ル率の増加

リサイク
ル業務

課
札立

グリ－ン購入品の
調達

事務 宗和

③ 水使用量
全業務

課
横山

⑤

項目

①
二酸化炭素排出
量削減

全業務
課

横山

・エアコンの温度設定を夏場28℃、冬場20℃程度を維持する。

・こまめに点灯消灯をし、不必要な照明は消すようにする。

・資源化できるものは可能な限り分別して、資源リサイクルに取り組む。

・保守点検未実施や、他社で保守点検を実施している顧客にパンフレット等で説
明を行い営業に努める。

・保守点検未実施や、他社で保守点検を実施している顧客にパンフレット等で説
明を行い営業に努める。

・保守点検未実施や、他社で保守点検を実施している顧客にパンフレット等で説
明を行い営業に努める。

・社員全員がエコドライブを心掛け、効率的な運転をする。（軽油車）（ガソリン車）

・無駄な紙の印刷はしないように努める。データで保管、パソコンで確認作業をす
る。

・洗車には公共の洗車場を使用する。

環境経営計画の内容

・社内で使用する文具等はグリ－ンマ－ク品の購入に努める。

・井戸水の無駄な使用をやめ、元栓の開閉をこまめにする。

・収集運搬車両のタイヤ空気圧や車両の適正な点検を実施。



⑥環境関連法規などの遵守状況の結果

適用される法規制 遵守すべき要求事項 遵守評価

廃棄物処理法 廃棄物の収集運搬時及び廃棄物の排出時の適切な取扱と処理 遵守

浄化槽法 浄化槽の設備工事・保守点検・清掃業での適切な取扱と処理 遵守

下水道法 定められた適切な水質以内での下水道への排水 遵守

自動車リサイクル法 使用済み自動車の適切な廃棄の処理 遵守

家電リサイクル法 特定家庭用機器（TV・洗濯機・冷蔵庫・エアコン）の適切な廃棄の処理 遵守

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 対象地区内での排気ガス規制に適合した自動車の使用 遵守

消防法 防火のための措置及び防火・消火設備の設置・点検・整備による維持管理 遵守

フロン排出抑制法 業務用エアコンの簡易定期点検の実施及び記録とそれの保存 遵守

環境基本条例 環境の保全と創造に努める（環境の保全と創造に関する条例4条） 遵守

※環境関連法規制等の順守状況の確認及び評価の結果、違反はありませんでした。また、関係当局からの

違反等の指摘及び訴訟等もありませんでした。



⑦代表者による全体の取組状況の評価と見直し・指示の結果

《環境目標の達成状況》

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

《環境経営計画の実施及び運用結果》

《環境関連法規の遵守状況》

　2022年11月1日現在、関連法規の遵守を確認した。

《外部からの環境に関する苦情や要望等結果》

　2022年11月1日現在、関係行政からの指導や外部からの苦情や要望の受付もなかった。

《環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画の見直し状況》

《経営システムの実施状況》

《実施体制》

　継続して行います。

  

淡路清掃株式会社

代表取締役　横山　泰明

　2020年度より集計期間を8月～7月に変更している為、2020年度を基準年とし毎年1％改善することを環境
経営目標に変更した。

　従業員に対して安全運転の指導の徹底を図る。また、定期的に開催する会議や外部の講習などを利用し
て、環境に対して意識を持たせて教育訓練システムを経営に取り入れたい。

　環境経営目標と環境経営計画や取組に問題点が出る場合は、改善会議を年に３回開催しているので期間の
途中も計画の変更など問題点を是正する。

2022年11月10日

電力は目標不達成になったが、月対比では削減できている月もあり、意識はできているので目標達成を
目指して節電に努めたい。

軽油は事業所の数が年々増加し続けており、目標不達成になっているが、売上はその分著しく上がって
いるので、より効率良く回収できるようにルートの確認、省エネ運転の意識を徹底させたい。

自社から排出される一般廃棄物は目標達成ができたので今後も維持したい。

上水道の使用量は目標達成できたので今後も維持したい。井戸水は仕事での使用があればその月だけ大
幅に増加することがあるので、普段の使用は節水を徹底したい。

浄化槽維持管理先は目標達成ができたので今後も維持したい。毎年微増の為これからも維持して、顧客
への指導や、説明に努めたい。

ガソリンは昨年に引き続き、目標達成ができたので今後も維持したい。

資源化の分別はほとんどの種類が目標達成できたので今後も維持したい。受入量が減少したので目標達
成できなかった種類に関してはやむを得ないところがある。


